
テックドクターによる現地診断
（熊本県芦北郡芦北町（佐敷ＴＮ）白岩地区）

・令和２年７月豪雨災害による復旧工事箇所の事前通行規制（事務所暫定基準）の変更について、テックドク
ターに現地診断をしていただき、意見を伺った。
・開催日：令和６年３月１３日
・参加者：TEC-Doctor（熊本大学 北園名誉教授）、熊本河川国道、八代維持出張所、熊本県(芦北地域振興局)

●テックドクターによる現地診断・検討会

【 TEC-Doctorの見解】
・すべての災害復旧が完了したため、被災前より状況としては良くはなっていると思われるが、
復旧箇所のまわり（両サイド）が被災する可能性は否定できない。
また、被災した当時の気象状況（時間雨量52mm、連続雨量140mm）に耐えうる状態にまでは
復旧したものと思われるが、それ以上の降雨でも大丈夫であるとは、現時点では言えない。
そのため、被災発生時の数字を丸めた『時間雨量50mm、連続雨量140mm』への緩和で考える。

現行：時間３５㎜または連続１００㎜ ⇒ 今後：時間５０㎜または１４０㎜へ 変更

現地診断 検討会概要説明


